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EMR工法®（下水道複合マンホール更生工法）

EMR工法®の特徴

　近年、下水道マンホールは経年劣化や硫化水素等に起因するコンクリートの
腐食が顕在化していますが、交通事情や輻輳している地下埋設物のため、開削
による再構築が困難になるなど施工環境が厳しさを増しています。
　EMR工法は、耐硫酸性モルタルと耐硫酸性アクリル系樹脂を組み合わせるこ
とにより優れた耐硫酸性能と耐荷性能を有し、組立て・取外しが容易な鋼製の
型枠を使用することで非開削で工期短縮が可能な下水道マンホールの更生工法
として開発しました。

施工前

施工中 施工後

特徴 .1 優れた耐久性
高強度モルタルと既設マンホールを一体化させ、耐久性に優れた更生層を
形成します。

特徴 .2 優れた施工性と経済性
高流動・速硬化性モルタルを使用するため、短時間施工が可能です。組立
て・取外しが容易な型枠を使用するため、非開削で工期短縮が図れます。

特徴 .3 環境にやさしい
特殊な工具や重機を必要としないため、低騒音・低振動で粉塵や臭気の発
生が少ない更生工法です。
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EMR工法® の概要
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EMR工法® 作業手順
1 前処理 

内部壁面洗浄・足掛け金物切断

4 EモルタルGタイプ 
打設

3 EモルタルGタイプ 
撹拌

6 EモルタルKタイプ 
撹拌 ( コテ塗り用 )

10 施工完了

2 鋼製型枠を設置

5 鋼製型枠の撤去

7 EモルタルKタイプ 
コテ塗り 9 仕上げ Eコート塗布 

耐硫酸性アクリル樹脂8 Eモルタル硬化確認 
(既設マンホールと一体化)
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EMR工法® 耐荷性・水密性試験

（１）軸方向耐圧試験
　　　ひび割れ荷重 150 kN まで加圧し、部材に 0.05 mm を超えるひびわれの無いことを
　　　確認する。更に破壊荷重 200 kN まで加圧し、破壊のないことを確認する。

（２）側方曲げ試験
　　　ひび割れ荷重 6.9 kN/m まで加圧し、部材に 0.05 mm を超えるひびわれの無いことを
　　　確認する。更に破壊荷重 10.4 kN/m まで加圧し、破壊のないことを確認する。

マンホールの種類 ひび割れ荷重 破壊荷重
6.9 kN/m 10.4 kN/m

更生した現場打マンホール 異常なし 異常なし
更生した組立マンホール 異常なし 異常なし

マンホールの種類 ひび割れ荷重 破壊荷重
150 kN　 200 kN

更生した現場打マンホール 異常なし 異常なし
更生した組立マンホール 異常なし 異常なし

耐荷性試験結果

軸方向耐圧試験 側方曲げ試験

水密性試験
下図は、水圧試験装置の一部を示す。

項　目 基 準 値
内・外水圧 0.1 MPa
負 荷 時 間 3 分
試 験 結 果 異常なし

試験方法：
　 1 号組立マンホール及び現場打マンホールの内壁を 20 mm 減肉し、ＥＭＲ工法で 40 mm 更生し
て試験体を作成し、「下水道鉄筋コンクリート製組立マンホール（JSWAS A-11）」の方法により軸方
向耐圧強さと側方曲げ強さが性能区分Ⅰ種と同等以上であることを確認する。
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1）	耐薬品性	
　日本下水道協会の「JSWAS	K-2」に規定されている耐薬品性能を有しています。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

2）	耐硫酸性	
　日本下水道事業団の「コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル」塗布型	
　ライニング工法の品質Ｄ種相当の耐硫酸性能を有しています。	
	
	
	
	
	
	
	
	

3）	既設マンホールと更生材の接着性

耐薬品性能（JSWAS K-2）
浸せき液 濃度 判定結果 判定基準

水 － 合格

質量変化率
± 0.3 % 以下

塩化ナトリウム水溶液 10 w/w % 合格
硫酸水溶液 30 w/w % 合格
硝酸水溶液 40 w/w % 合格
水酸化ナトリウム水溶液 40 w/w % 合格

耐硫酸性能（JS マニュアル 塗布型ライニング工法 Ｄ種）
試験項目 判定結果 判定基準

 耐酸性（被覆の外観） 合格 10% 硫酸水溶液 60 日間浸せき後、被覆にふくれ、 
割れ、軟化、溶出なし。

 遮断性（硫黄侵入深さ） 合格 10% 硫酸水溶液120日浸せき後、硫黄侵入深さが 
Ｅコート膜厚設計値の5%以下でかつ100μm以下

既設マンホールと更生材の接着性

材料の種類
試験結果

測定方法
接着強度 破壊状態

Ｅモルタル Ｇタイプ 1.5 N/mm2

以上
2.18 N/mm2

母材破壊 JIS A1171ポリマーセメン
トモルタルの試験方法Ｅモルタル Ｋタイプ 2.04 N/mm2

更生材料の特性

ＥＭＲ工法で更生した組立および現場打マンホール（無筋）は耐震計算書によりレベル1、レベル２の
地震動に対する耐震性能を有することを確認しています。

耐震性能

EMR工法® 更生材料の特性・耐震性能

試験方法：
鉄筋が露出するまで減肉した目地部を有する1号組立マンホールを内径860mmまで更生後、耐震計算
(レベル２地震動 )で求めた最も大きなせん断力を目地部に載荷し変状が無いことを確認する。

せん断試験（目地ズレ性能試験） 
（審査証明対象外）

目地部せん断試験結果
せん断力 18.6kN 25kN
変状の有無 異常なし 異常なし

注1: せん断試験は、耐震計算 ( レベル 2 鉛直方向断面照査 ) の結果、
最も大きな３号現場打ちマンホールのせん断力 (18.6 kN) と
25kN 載荷した時点の目地部の変状を確認した。

注2:せん断試験は、自社試験として確認した。
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EMR工法® 主要部材
　

○　特徴　○
耐硫酸性，速硬化性，高強度，高流動技術を持ち合わせたプレミックスタイプの
グラウト材です。
プレミックスタイプですので品質が安定しています。
耐久性に優れています。
ブリーディングが発生しません。

項　目 仕　様
外　観 セメント系灰白色粉体

使用温度範囲 ５ ～ 35 ℃
水量範囲（水 / 粉体） 4.0 ～ 4.6 ℓ / 袋　（標準：4.3 ℓ / 袋）

荷姿 25 kg/ 袋

E モルタル -G タイプ

○　特徴　○
耐硫酸性，速硬化技術を持ち合わせたプレミックスタイプのコテ塗り用モルタル材です。
プレミックスタイプですので品質が安定しています。
付着強度に優れます。

項　目 仕　様
外　観 セメント系灰白色粉体

使用温度範囲 ５ ～ 35 ℃
水量範囲（水 / 粉体） 3.5 ～ 4.0 ℓ / 袋（標準：3.7 ℓ / 袋）

荷　姿 25 kg/ 袋

E モルタル -K タイプ

○　特徴　○
耐硫酸性と硬化性に優れたアクリル系樹脂です。低粘度、速硬化性で短時間での
施工が可能です。
低温硬化性に優れています。
低刺激、低臭です。

項  　目 仕　様

主成分
Ａ剤 変性アクリル樹脂
Ｂ剤 変性アクリル樹脂
Ｃ材 特殊軽量骨材

外　観
Ａ剤 半透明粘稠性液体（成分沈降の場合あり）
Ｂ剤 半透明紫色粘稠性液体（成分沈降の場合あり）
Ｃ材 灰色粉体

配合比（質量比） Ａ剤：Ｂ剤：Ｃ材 = 100 : 100 : 50
可使時間（25 ℃） 約 30 分
硬化時間（25 ℃） 約 60 分

荷　姿 6.25 kg セット（Ａ剤 2.5 kg/ Ｂ剤 2.5 kg/ Ｃ材 1.25 kg）

E コート



メモ : 　　　　EMR工法協会
事務局 : 〒123-0873
　　　　東京都足立区扇 3-11-8（株式会社三木田興業内）
ＴＥＬ : 03-3853-5535
ＦＡＸ : 03-3857-9219
E-mail : jimukyoku@emr-koho.jp
URL  : https://www.emr-koho.jp/


